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本市における学校給食の実施形態 

 

 佐世保市の市域面積は、平成１６年度では約２４８ｋ㎡でしたが、６町との市町合

併（吉井町、世知原町、宇久町、小佐々町、江迎町、鹿町町）を経て、平成２５年度

末では約４７２ｋ㎡となり、ほぼ倍の面積となりました。 

 学校数においても、平成１６年度では小学校３９校（分校３校含む）、中学校２２

校、計６１校だったものに対し、現在は、小学校４９校（分校２校含む）、中学校２７

校、計７６校となり、約１．２倍の数となりました。 

 このような状況の中、佐世保市立小中学校では、以下のような形態で学校給食を実

施しています。 

（以下、人数等はＨ２６．５．１現在を表示） 

◎ 実施の対象 

佐世保市立小中学校 ７６校 及び 公立幼稚園 ７園 

児童（小）～１３，８０９人 生徒（中）～６，９３９人 

園児（幼）～１６６人   計 ２０，９１４人 

※ その他、学校・幼稚園に勤務する教職員等にも提供しているが、その数は表示して

いない。 

 

◎ 実施方式について 

３つの方式で調理を実施し、各学校に提供しています。 

① 自校方式 

本市において、最も多い形です。 

学校内に調理施設があり、原則として調理施設がある学校だけに給食を提供

するものです。ただし、小中学校併設の場合や小学校と幼稚園が併設されてい

る場合もこの方式としてカウントしています。 

≪参考≫ 

調理場数 ３２カ所（学校数３４校～小中併設２校、併設幼稚園３園） 

児童生徒園児数 １１，２６７人（全体の５３．９％） 

 

② センター方式 

共同調理場（給食センター）で調理し、各学校に配送する形です。 

主に合併前の旧町で行われていた形態ですが、平成２５年９月に新たに１施

設稼働しました。 

≪参考≫ 

調理場数 ５カ所（学校数２９校、幼稚園２園） 

児童生徒園児数 ７，６７６人（全体の３６．７％） 
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③ 親子方式 

調理場がある学校を親とし、各学校に配送する方式です。 

≪参考≫ 

調理場数 ６カ所（学校数１３校、幼稚園２園） 

児童生徒園児数 １，９７１人（全体の９．４％） 

※ 学校内３８施設（①と③の計）、センター５施設 計４３施設所有 

 

◎ 調理場の運営形態について 

調理場の運営形態は、２つの方式で調理となります。 

① 直営方式 

 佐世保市が直接雇用する職員により調理を行っています。 

≪参考≫ 

施設数 ４０施設（学校内３８施設、センター２施設） 

児童生徒園児数 １４，１３２人（全体の６７．６％） 

 

② 委託方式 

 民間事業者に調理業務等を委託しています。 

≪参考≫ 

施設数 ３施設（学校内０施設、センター３施設） 

児童生徒園児数  ６，７８２人（全体の３２．４％） 

 

◎ 給食費について 

 原則として、統一の給食費となります。 

江迎地域、鹿町地域では食材の調達方法が異なるため、統一する考え方ではあり

ませんが、現時点では、同額の設定となっています。 

小学校 月額 ３，７００円 

中学校 月額 ４，３００円 

幼稚園 月額 ２，８００円～３，４００円 

 

◎ 給食の献立について 

以下の３パターン（６通り）のブロックに分けた献立となります。 

① 主に旧佐世保市内の３ブロック（小学校Ａ、小学校Ｂ、小学校Ｃ） 

② 食材調達方法が異なる鹿町江迎ブロック 

③ Ｈ２５．９月に運用開始した佐世保市学校給食センターからの配送対象校を

２ブロックに分ける（中学校Ａ、中学校Ｂ） 

 

◎ 食材の調達について 

原則として、主食（ご飯、パン）は長崎県学校給食会から、副食（おかず）は佐世

保市学校給食会から調達しています。（鹿町江迎地域除く。中ＡＢは主食も市給食

会） 


